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言葉の働きや仕組みの理解 言葉の働きや仕組みの理解

外国語活動・外国語科（改訂のイメージ）

※本資料は、国語科と外国語活動・外国語科の連携に着目して作成されたものであり、
言葉の特徴や決まりに関する学習内容のすべてを示しているものではない。

中学校
外国語科へ

◎音声
◎語句・単語、文字の表記
◎文や文章の構成
●話すこと、聞くこと、書くこと、読むこと
などについて、国語科と外国語活動・外国語科
において連携し、指導の充実を図る。

【文字の表記、語句㋒ 】 ＋㋐㋑
漢字と仮名による表記 など

【音声㋑】 ＋㋐
抑揚、強弱、間の取り方、音の構成 など

【文字の表記、語句㋐ 】
仮名による表記、語句のまとまり など

【文字の表記、語句㋑】 ＋㋐
ローマ字による表記 漢字と仮名による表記 など

【音声㋐ 】
音節、アクセント、声の大きさ など

【文や文章の構成㋐ 】
主語－述語 など

【文や文章の構成㋑】 ＋㋐
修飾語－被修飾語、指示語、接続語 など

【文や文章の構成㋒】 ＋㋐㋑
・文や文章のいろいろな構成 など

【音声㋒】 ＋㋐㋑
話し言葉と書き言葉の違い など
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【文字の表記、単語ⓑ 】 ＋ⓐ

アルファベットによる表記、単語の認識（複
数文字がまとまって単語となること） など

【音声ⓐ 】
音節、アクセント、声の大きさ
抑揚、強弱、間の取り方
アルファベットの発音（アルファベットの読み方） など

【音声ⓑ 】 ＋ⓐ
文字と音（音素の認識）の構成の関係 など

【文や文章の構成ⓑ 】
主語－述語、語順、指示語、接続語 など

【単語ⓐ 】
アルファベットの認識（聞いたり言ったりする）
文字と読み方を一致させる など
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○国語科、外国語科・外国語活動において、話すこと、聞くこと、書くこと、読むことを通して、言葉の
特徴やきまり等を学習し、日本語と外国語の特徴や違いに気付き、言葉の働きや仕組みを理解する。

ローマ字とアルファ
ベットの比較を通して


